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子宮頸がん予防ワクチンの定期接種に係る接種の積極的な勧奨の差し控えの

お願い 
 

標記について、広島市より通知がありましたので、下記のとおりご連絡申し上げます。 

 

記 

昨日、厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会副反応検討部会が開催され、子宮頸がん予防ワクチンの

副反応報告について審議が行われました。 

この結果、ワクチンとの因果関係が否定できない持続的な疼痛が子宮頸がん予防ワクチン接種後に特異的

に見られたことから、副反応の発生頻度等がより明らかとなるまでの間、子宮頸がん予防ワクチンの定期接

種を積極的に勧奨しないよう、厚生労働省から勧告がありました。 

このことにより、本日から、広島市においても、定期接種対象者又はその保護者（以下、「対象者

等」という。）に対する積極的な接種勧奨を差し控えることにしましたので、ご協力の程お願いいた

します。 

 なお、定期接種の対象者等が接種のために受診した場合には、これまでどおり定期接種として接種でき

ますが、次頁のリーフレットを活用するなどして、積極的な勧奨を行っていないことを伝えてい

ただくとともに、ワクチン接種の有効性及び安全性等について、十分ご説明いただきますよう、

よろしくお願いいたします。 

 また、子宮頸がん予防ワクチンの接種により、副反応が生じた場合には、速やかに厚生労働省健康局結核

感染症課へＦＡＸ（FAX番号：0120-510-355）にて報告していただきますよう、併せてお願いいたします。 

 

【参 考】 

 「子宮頸がん予防ワクチンの接種を受ける皆さまへ」（リーフレット：平成２６年６月 厚生労働省作成） 

 
≪ホームページアクセス方法≫ 

広島市ホームページ ＞ 市民生活 ＞ 健康・福祉・子育て ＞ 健康・健診・医療など ＞ 予防接種 

＞ 子宮頸がん予防ワクチン（積極的な勧奨を差し控えています） にも掲載しております。 

 
 
＜お問い合わせ先＞ 
広島市医師会事務局（担当：和木） 電話：２３２－７３２１ 
広島市保健医療課 電話：５０４－２６２２ 

緊急・重要 


